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 教育活動全体を通して行う道徳教育は、計画的発展的に行う必要があります。さらに、

以下のような指導を効果的に取り入れていくことによって、道徳教育の目標を達成してい

くことがのぞましいと考えられます。  

 

 

「 特 別 の 教 科  道 徳」 の 指 導 法 ・評 価等 に つ い て （ 報 告 ）平 成 2 8 年 7 月 2 2 日 道 徳 教 育 に 係 る 評価 等 の 在 り 方に 関す る 専 門 家 会 議  

教材の登場人物の判断や心情を自分との関わりにおいて多面的・多角的に考えることを

通し、道徳的諸価値の理解を深めることについて効果的な指導方法であり、登場人物に

自分を投影して、その判断や心情を考えることにより、道徳的価値の理解を深めること

ができる。  

 

ね
ら
い 

教材の登場人物の判断や心情を自分との関わりで多面的・多角的に考え

ることなどを通して、道徳的諸価値の理解を深める。  

導
入 

○道徳的価値に関する内容の提示  

  教師の話や発問を通して、本時に扱う道徳

的価値へ方向付ける。  

【発問】  

・これまでに○○な体験をした

ことありますか。  

展
開 

○登場人物への自我関与   

教材を読んで、登場人物の判断や心情を類

推することを通して、道徳的価値を自分との

関わりで考える。 

【発問】  

・どうして主人公は、○○という

行動をとることができたのだ

ろう。 

○振り返り 

本時の授業を振り返り、道徳的価値を自分

との関係で捉えたり、それらを交流して自分

の考えを深めたりする。 

【発問】  

・自分だったら、主人公のように

考え、行動することができるだ

ろうか。  

終
末 

○まとめ   

・教師による説話。   

・今後どのように生かすことができるかを考え

る。   

・学習で気付いたこと、学んだことを振り返る。 

【活動】  

・これからの生活をどのように

していきたいか考えをまとめ

る。 

・本時の学習の感想を聞き合う。 

５ 多様な指導過程 

（１）質の高い多様な指導方法  

①読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習 
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小学校  第３学年  内容項目  A 善悪の判断、自律、自由と責任  

教材名     「思い切っていったらどうなるの？」 （出典：光文書院「ゆたかな心 新しい道徳３」） 

○ねらい  正しいと知りながらも、様々な葛藤の中で悩む主人公の心情について人間理解を図りながら、

正しいと判断したことは、進んで行おうとする態度を育てる。 

○教材について  

   本教材は、主人公のともこが仲の良い友達のあやちゃんに、さとみを仲間外れにするように誘われ、仲

間外れはだめなことだと分かっていながら、なかなか言い出すことができないともこの心の葛藤が描かれ

た話である。正しいと思ったことを実行するのが容易ではない場面だが、正しい行動がとれた時の明るい

気持ちについて考え、価値理解を深めていく展開となっている。 

○指導計画 

 ○学習活動  ・児童の思考  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導
入 

○「私たちの道徳（P３２）」の３枚の絵を見て、自
分ならどうするか考える。 

・正しいと思うことをやることができると思う。 
・分かってはいるけど、実際にやるのは難しそう
だ。 

展
開 

○教材を読み、価値について考える。 
＜発問＞ 

自分がともこだったら、あやちゃんに言うこと
ができますか。 

※共感できるかどうか自分の考えを明らかにして、
思いや考えを交流する。 

・怒られそうだから、あやちゃんには言えない。 
・誘ってもらえなくなるかもしれない。 
・仲間外れにされるかもしれない。 
・さとみさんがかわいそうだから、勇気を出して 
言える。 

・友達だから注意しないと。 
・みんなで行ったほうが楽しい。 
＜発問＞ 

思い切ってさとみさんを誘えたら、ともこはど
んな気持ちになれるでしょうか。誘えなかった
らどんな気持ちになるでしょうか。 

・【誘ったら】いいきもち すっきりする 
・【誘わなかったら】後悔 暗い気持ち  
＜発問＞ 

迷っているともこに何と言ってあげたいです
か。 

・さとみさんがかわいそうだよ。 
・言わなかったら後悔するよ。 
○正しいと判断したことを実行できた経験とその
時の気持ちを話し合う。 

・悪口を言っている友達に、ダメだよと言うこと 
ができた。 

・仲間外れにしようと言われたけど、注意できた。 
・周りがよくないことをしていたけれど、自分は 
しなかった。 

終
末 

○教師の説話を聞く。 
・余韻を残して終わる。 

指導のポイント  

＜発問の工夫＞ 

教材の登場人物に対して、自分ならど

うするか考えさせることで、人間理解

を深めている。 

＜発問の工夫＞ 

登場人物の行動を想起して、それぞれ

の行動をした結果の気持ちを考えさせ

ることで、判断の材料としている。 

＜児童の心情を表現する工夫＞ 

「言える」、「言えない」という立場の

違いをはっきりさせ、その思いの強さ

を表せるようにして、児童の考えを深

めさせようとしている。 

＜振り返り＞ 

教材で考えたことを踏まえて、これま

での経験を思い出して、自分の判断を

振り返るようにしている。 

＜導入の工夫＞ 

「私たちの道徳」を本時の内容項目の

把握のために、導入段階で活用してい

る。 
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「 特 別 の 教 科  道 徳」 の 指 導 法 ・評 価等 に つ い て （ 報 告 ）平 成 2 8 年 7 月 2 2 日 道 徳 教 育 に 係 る 評価 等 の 在 り 方に 関す る 専 門 家 会 議  

役割演技などの体験的な学習を通して、実際の問題場面を実感を伴って理解することを

通して、様々な問題や課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養うことがで

きる。 問題場面を実際に体験してみること、また、それに対して自分ならどういう行動  

をとるかという問題解決のための役割演技を通して、道徳的価値を実現するための資質・

能力を養うことができる。  

 

ね
ら
い 

役割演技などの疑似体験的な表現活動を通して、道徳的価値の理解を深
め、様々な課題や問題を主体に解決するために必要な資質・能力を養う。 

導
入 

○道徳的価値を実現する行為に関する問題場面の提示など  
・教材の中に含まれる道徳的諸価値に関わる葛藤場面を把握する。  

・日常生活で、大切さが分かっていてもなかなか実践できない道徳的行為を想起

し、問題意識をもつ。 

 

展
開 

○道徳的な問題場面の把握や考察など  
・道徳的行為を実践するには勇気がいることなど、道徳的価値を実践に移すために

どんな心構えや態度が必要かを考える。  

・価値が実現できない状況が含まれた教材で、何が問題になっているかを考える。 

 

○問題場面の役割演技や道徳的行為に関する体験的な活動の実施など  

・ペアやグループをつくり、実際の問題場面を役割演技で再現し、登場人物の葛藤

などを理解する。   

・実際に問題場面を設定し、道徳的行為を体験し、その行為をすることの難しさな

どを理解する。  

 

○道徳的価値の意味の考察など  
・役割演技や道徳的行為を体験したり、それらの様子を見たりしたことをもとに、

多面的・多角的な視点から問題場面や取り得る行動について考え、道徳的価値の

意味や実現するために大切なことを考える。   

・同様の新たな場面を提示して、取りうる行動を再現し、道徳的価値や実現するた

めに大切なことを体感することを通して実生活における問題の解決に見通しを

もつ。 

終
末 

○まとめ  
・教師による説話。   

・今後どのように生かすことができるかを考え

る。   

・学習で気付いたこと、学んだことを振り返る。 

【活動】  

・これからの生活をどのように

していきたいか考えをまとめ

る。 

・本時の学習の感想を聞き合う。 

 

 

③道徳的行為に関する体験的な学習 
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中学校  第１学年  内容項目  B 思いやり、感謝  

教材名     「人のフリみて」  （出典：中学生の道徳「廣済堂あかつき」）  

○ねらい     人々の善意や自分を支えてくれるものの存在に気付き、感謝の気持ちを

伝えようとする態度を育てる。  

○指導計画  

 ○学習活動   ・生徒の思考   

 

 

 

 

 

 

導
入 

○「ありがとう」のよさを考える。  

＜発問＞  

言われて嬉しい言葉はなんですか？  

・ありがとう  

＜発問＞  

どうして、「ありがとう」と言われたら

うれしいのだろう？  

・感謝の気持ちが伝わるから。  

・感謝されるのは気持ちがいいから。  

展
開 

○教材「人のフリみて」を読んで考えを

発表する。  

＜発問＞  

「ありがとう」の言葉を聞いたり、口

に出したりすると、筆者はどんな気持

ちになると言っていますか？  

○「ありがとう」について考える。  

＜発問＞  

「ありがとう」という言葉には、どん

な力があるだろう？  

・心をあたたかくする力  

・人との関わりを深めてくれる言葉  

〇「ありがとうリレー」を行う。  

①「ありがとう」をいう相手と何に対し

てかをできるだけたくさん書く。  

②順番に声に出して書いた内容をグル

ープで言っていく。  

終
末 

○「ありがとうリレー」をやってどんな

気持ちになったか交流する。  

○本時の感想を書く。  

 

指導のポイント  

＜導入の工夫＞  

普段の生活の中で使われる言葉

について、道徳的な価値として

とらえることで、本時に考える

ことを想起させている。  

 

＜教材の読み取り＞  

普段の思っている言葉の意味と

違った視点に気付くために、教

材を活用している。  

＜体験的な活動＞  

普段の生活や教材で気付いた

「ありがとう」の力を踏まえ

て、実際に声に出してみる活動

を取り入れている。感謝の気持

ちに気付くことと、実際に声に

出してみることで、体験的にそ

のよさを感じられるようにして

いる。言葉で表現することで道

徳的価値への理解が深まるよう

にしている。  

http://www.kosaidoakatsuki.jp/dotoku/h23/1nen_arasuji.html
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小学校  第５学年  内容項目  D 生命の尊さ  

教材名     「かけがえのない命」（私たちの道徳【小学校５・６年】P１０８  

○ねらい     命がかけがえのないものであることを知り、自他の生命を尊重する態度

を育てる。  

○指導計画  

 ○学習活動   ・児童の思考   

 

 

 

 

 

導
入 

○東日本大震災についての事実を震災

後の写真を活用して確認する。  

＜発問＞  

みなさんは「東日本大震災」で知って

いることはありますか。  

・最大震度７はどんなゆれなのだろう。 

・波の高さ１０ｍ以上だとどうなるのだ

ろう。  

・多くの人たちが災害にあった。  

展
開 

○「命てんでんこ」を読んで命の尊さに

ついて話し合う。  

＜発問＞  

地震がくる前のぼくは、地震について

どう思っていたのだろう。  

・他人事のような感じ。  

・命がなくなることはないだろう。  

・あまり、身近なことではない。  

〇地震がくる前と実際に地震がきた時

の気持ちを多様に話し合い、人間理解

を深める。  

＜発問＞  

地震がきたとき、ぼくはどんな気持ち

だったのだろう。  

・怖い  ・不安  ・死んでしまうのか  

＜発問＞  

お父さんの仕事を手伝う「ぼく」は、

どんなことを考えていただろう。  

・一人でも助けたい。  

・命てんでんこという言葉。  

・命より大切なものはない。  

・震災に負けたくない。  

〇自分の考えを見つめる。  

〇ワークシートに記入する。  

＜発問＞  

これまでに生命のかけがえのなさを感

じたことはありますか。  

〇グループで交流する。  

終
末 

○教師から、本の紹介を聞く。  

・１００万回生きたねこ  

○本時の自分を振り返る。  

指導のポイント  

＜導入の工夫＞  

知っていることをあげたり、写

真を活用したりして、ねらいと

する価値に対する問題意識をも

たせている。  

 

＜教材の工夫＞  

「私たちの道徳」の読み物教材

を中心的な教材として活用して

いる。  

＜話合い活動＞  

教材の中での登場人物の場面ご

との心情の変化をとらえなが

ら、話合いをすることで自分と

違う考えがあることを知り、人

間理解を深めている。  

＜終末の工夫＞  

本の紹介をして、価値について

の視点を広げて余韻をもたせて

いる。また、本時での自分を振

り返り、考え方の違いに気付く

ようにしている。  

＜書く活動＞  

ワークシートを活用して、自分

の考えを見つめ、道徳的価値の

理解が深まるようにしている。  
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（「第３章  特別の教科  道徳」の「第３  指導計画の作成と内容の取扱い」の２）  (6)  

児童の発達の段階や特性等を考慮し、第２に示す内容との関連を踏まえつつ、 情報モラ

ルに関する指導を充実すること。また、児童の発達の段階や特性等を考慮し、例えば、

社会の持続可能な発展などの現代的な課題の扱いにも留意し、身近な社会的課題を自分

との関係において考え、それらの解決に寄与しようとする意欲や態度を育てるよう努め

ること。なお、多様な見方や考え方のできる事柄について、特定の見方や考え方に偏っ

た指導を行うことのないようにすること。  

 

○情報社会の倫理、法

の理解と遵守といっ

た内容を中心に取り

扱うことが考えられ

る。  

 

 

 

 

・インターネットでの書き込みによるすれ違い

の場面を想定して、礼儀について考える展開を

取り入れる。 

・インターネット上のルールや著作権などの法

のきまりについて考えさせる。  

○情報に関する教材を

生かして話合いを深

めたり、疑似体験を

取り入れたりするこ

とで、情報モラルに

ついて指導する。 

 

 

 

 

・相手の顔が見えないメールと顔を合わせての

会話との違いを理解し、相手に与える影響を考

える。 

・インターネット上の法やきまりを守れずに引

き起こされた出来事を題材として取り扱う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

○現代的な課題を身近

な 問 題 と 結 び 付 け

て、自分との関わり

で考えられるように

する。 

 

・食育、健康教育、消費者教育、防災教育、福祉

に関する教育、法教育、社会参画に関する教育、

伝統文化教育、国際理解教育、キャリア教育な

ど。  

・他の教育活動と関連付けて人としてよりよく

生きる上で大切なものはなにか、自分はどのよ

うに生きていくべきか考えることができるよ

うな展開が考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

（４）情報モラル・現代的な課題に関する指導  

使い方によっては、相

手を傷つけることも

あることを理解する。 

機器の使い方、インタ

ーネットの操作など練

習に主眼をおかない  
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小学校  第５学年  内容項目  B 親切、思いやり  

教材名     「情報社会に生きる私たち」（私たちの道徳【５・６年】P１８４  

○ねらい     情報社会での問題点に気付き、情報社会と上手に付き合う方法について

考える。  

○指導計画  

 ○学習活動   ・児童の思考   

 

 

 

 

 

 

導
入 

○本時で考えることを確認する。【私た

ちの道徳 P１８４】  

＜発問＞  

情報機器にはどんなものがあり、どの

ような働きがあるでしょう。  

・情報機器の活用が生活を豊かにしてい

る。  

〇情報社会という言葉を知る。  

【課題】  

情報社会と上手に関わる方法について

話し合おう。  
 

展
開 

○情報社会の実態をつかむ。【私たちの

道徳 P１８５】話し合う。  

＜発問＞  

グラフを読み取って、気付いたことか

ら情報社会の問題点と解決方法につい

て意見交流しましょう。  

・情報機器を使う時の問題が分かった。 

〇メールでの言葉の使い方について考

える。  

＜発問＞  

メールを使う時のきまりを３つまでグ

ループで決めよう。  

※話合いの時は、保護者も参加する。  

・メールを使う時に気を付けることが分

かった。  

終
末 

○本時での学習の感想を交流する。  

〇教師の説話を聞く。  

【まとめ】  

ルールやマナーを守り、相手を思いや

り発信に責任をもって情報社会と上手

に関わっていこう。  
 

 

指導のポイント  

＜導入の工夫＞  

「私たちの道徳」の資料を活用

して、本時で扱う内容を想起さ

せている。  

 

＜課題解決＞  

課題意識をもち、自分たちで解

決する方法を考えさせることに

より、主体的な学びを目指して

いる。  

＜課題設定＞  

導入を受けて、課題を設定する

ことによって児童の思考の流れ

をつくり、何について考えてい

くのか明確にしている。  

＜保護者の参加＞  

保護者も参観することで、同じ

立場で考えたり、共通理解をは

かったりすることができる。  

＜疑似体験＞  

実際メールを教材にすること

で、受け取った側の心情を考え

ることができるようにしてい

る。  
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（「第３章  特別の教科  道徳」の「第３  指導計画の作成と内容の取扱い」の２）  (7)  

道徳科の授業を公開したり、授業の実施や地域教材の開発や活用などに家庭や地域の

人々、各分野の専門家等の積極的な参加や協力を得たりするなど、家庭や地域社会との

共通理解を深め、相互の連携を図ること。  

 

○道徳の授業を公

開する。 
 

・道徳教育の要として、道徳科の授業を

公開していく。 

・授業参観で行う。 

・保護者会等の機会に合わせて行う方

法も考えられる。 

・授業を参観した後、講演会や協議会を

開催する方法も考えられる。 

・保護者が児童生徒と同じように授業

を受ける形で参加する。 

・保護者が児童生徒と対話したり、グル

ープの話合いに加わって意見交換し

たりする。 

・保護者だけでなく、地域の人々にも呼

びかけて、多くの参観を得られるよ

うな工夫をする。 

○道徳科を家庭や

地域社会との連

携を進める重要

な機会とする。 
 

・授業前にアンケートや児童生徒への

手紙等の協力を得たり、事後の指導

に関して依頼したりすることが考え

られる。 

・地域の人々や団体などの外部人材の

協力を得ることも考えられる。 

・青少年団体の関係者、福祉関係者、自

然活動関係者、スポーツ関係者、伝統

文化の継承者、国際理解活動の関係

者、企業関係者、NPO 法人の運営する

人など。 

 

 

 

 

（５）家庭や地域社会との連携による指導  
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知識・技能  思考力・判断力・表現力等  学びに向かう力、人間性  等 

「何を理解しているか、何

ができるか」  

「理解していること・でき

ることをどう使うか」  

「どのように社会・世界と

関わり、よりよい人生を送

るか」 

   

よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うため、

道徳的諸価値についての理

解を基に、自己を見つめ、物

事を（広い視野から）多面

的・多角的に考え、自己（人

間として）の生き方につい

ての考えを深める。  

よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うため、

道徳的諸価値についての理

解を基に、自己を見つめ、物

事を（広い視野から）多面

的・多角的に考え、自己（人

間として）の生き方につい

ての考えを深める。  

よりよく生きるための基盤

となる道徳性を養うため、

道徳的諸価値についての理

解を  基に自己を見つめ、物

事を（広い視野から）多面

的・多角的に考え、自己（人

間として）の生き方につい

ての考えを深める。  

 

 

 

道徳性の育成は３つの柱の土台となる 

「将来いかに人間としてよりよく生きるか、いかに諸問題に適切に

対応するか」                  に深く関わってくる  

したがって 

資質・能力の三つの柱  道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度  

 

 

道徳科 

では 

道徳科 

では 

道徳科 

では 

評価の在り方  

６ 道徳科の評価 

（１）道徳科の評価の考え方 

道徳科の評価における 

観点別評価は  

 

道徳科の 

評価は 学習活動全体を見通して見取る 

児童生徒の人格そのものに働きかけ、道徳性を養うことを目

的とする道徳科の評価としては、妥当ではない  
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具体的には 

 

 

 

 

 

 道徳科において、児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子をどのように見取り、

記述するかということについては、学校の実態や児童生徒の実態に応じて、指導方法の工  

夫と併せて適切に考える必要があると考えられます。  

 

児童生徒が一面的

な 見 方 か ら 多 面

的・多角的な見方

へと発展させてい

るかどうか。 

 

・  道徳的な問題に対する判断の根拠やその時の心情を

様々な視点から捉え考えようとしているか。  

・  自分と違う意見や立場を理解しようとしているか。  

・  複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り

得る行動を多面的・多角的に考えようとしているか。 

道徳的価値の理解

を自分自身との関

わりの中で深めて

いるかどうか。 

 

・  読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え、自

分なりに具体的にイメージして理解しようとしてい

るか。 

・  自らの生活や考えを見直していることがうかがえる

か。  

・  道徳的な問題に対して  自己の取り得る行動を他者

と議論する中で、道徳的価値の理解をさらに深めて

いるか。 

・  道徳的価値を実現することの難しさを自分事として

捉え、考えようとしているか。  

その他 …  
教師の話や他の児童生徒の話に聞き入り考えを深めよ

うとしている姿を見取ることも重要です。  

観察や会話、作文やノートなどの記述  

質問紙などを通して  

他者の考え方や議論に触れ、自律的に思考する中で、一面的な見方から、

多面的・多角的な見方へと発展しているか 

多面的・多角的な思考の中で、道徳的価値の理解を自分自身との関わりの

中で深めているか 

（２）個人内評価の仕方  
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さらに 

 

・  感想をそのまま書いただけであった児童生徒が、回を追うごとに主人公に共感し

てきた。 

・  自分なりに考えを深めた内容を書くように変化が見られてきた。  

・  既習の内容と関連付けて考えていた。 

 

 

道徳科における学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握するため、児童生徒が学習活

動を通じて多面的・多角的な見方を発展させていることや、道徳的価値の理解を深めてい

ることを見取るためには、以下のような様々な工夫が必要であると考えられます。  

こ

れ

ま

で  

観察や会話による方法  作 文 や ノ ー ト な

ど の 記 述 に よ る

方法 

質 問 紙 な ど に よ

る方法 

面接による方法  

さ

ら

に  

学習の過程や成果など

の記録を計画的にファ

イルに蓄積したもの  

道 徳 性 を 発 達 さ

せ て い く 過 程 で

の 児 童 生 徒 自 身

の エ ピ ソ ー ド を

累積したもの  

作文やレポート、スピーチやプレゼ

ンテーションを行い、その過程を通

じて児童生徒の学習状況や成長の様

子を把握すること  

 

 

自己評価や相互評価   学級担任が自分のクラスの授業

を参観する  

児童生徒が自身のよい点や可能

性について気付くことを通じ、

主体的に学ぶ意欲を高めること

など、学習の在り方を改善して

いくことに役立つ  

 普段の授業とは違う角度から子

どもたちの新たな一面を発見す

ることができる  

 

１単位時間の授業だけでなく、

学期や年間を通して見取る  

（３）評価のための具体的な工夫  

評価が各個人の教師にのみ任され、個人として行われるのではなく、学校

として組織的・計画的に行われることが重要 
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○数値による評価ではなく、記
述式ですること。  

 

・道徳性は人格の全体にかかわるも
のであり、数値などによって評価し
てはいけません。  

○他の児童生徒との比較による
相対評価ではなく、個人内評
価とする。  

・児童生徒がどのように成長してい
ったかを見取り、はげますような評
価にします。  

○他の児童生徒と比較して優劣
を決めるような評価はなじみ
ません。  

・どの児童生徒が優れているという
評価にはならないようにする必要
があります。  

○個々の内容項目ごとではな
く、大くくりなまとまりを踏
まえて評価します。  

・全体として、児童生徒の道徳的なよ
さを評価していく必要があります。 

○発達障害等の児童生徒につい
て配慮していく。   

・配慮の仕方について、学校や教員間
で共有しておく必要があります。  

○指導要録の書式について総合
的に見直す。  

・道徳科の評価が入ることによる要
録の形式を見直す必要があります。 

道徳科は、人格そのものに働き掛けるものである。そこで… 

 

 

 

 

 

 

 

 学習指導過程の評価は、他教科と同様に、「指導と評価」が一体的に捉えられるようにす

ることが大切です。そのために、ねらいを明確にし、児童生徒がどのような姿を目指すの

かを整理して評価していく必要があると考えられます。  

○自己を見つめられるよう適

切に構成されていたか。   

・そのための手立ては適切だったか評価す

る。  

○発問は、指導の意図に基づい

て的確になされていたか。   

・発問によって、意図した考えが出されたか

評価する。 

○児童生徒の発言を傾聴して

受けとめるとともに、発言の

背景を推察したり、学級全体

に波及させたりしていたか。 

 

・児童生徒の発言を受け入れることができ

たか、どうしてそのような発言にいたっ

たか、とらえることができたか、発言のよ

さを全体のものとすることができたか評

価する。 

 

評価は安易なものにな

ってはいけない  

児童生徒のよい点や成長の様子

などを積極的に捉え、日常の指

導や個別指導に生かしていく 
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 道徳科の学習を行うに当たって、次のような誤解があるようです。代表的な例を掲載し

てみました。これをご覧いただき、道徳科の授業を実践していただきたいと思います。  

 

 

 

•基本的な指導過程に変更はありません。導入、展開、終末という展開を基
本としながら、児童生徒の実態に応じた様々な展開が考えられます。

道徳の時間と大きく変わった

•検定教科書ができても、児童生徒の実態に応じて教材を広く求める姿勢が
大切です。

副読本は必要ない

•基本的には、１単位時間で展開しますが、教材によっては、複数時間取り
扱って指導することも考えられます。

１内容項目を１単位時間で指導する

•教材は、ねらいを達成するために中心的な役割を担うものであり、安易に
変更することは避けなければいけません。

教材は、担任が独断で変更してもよい

•校長や教頭などの参加、他の教師の協力的な指導の計画、保護者や地域の
人々の参加や協力の計画することも考えられます。

授業は、すべて学級担任が行う

コラム 道徳科の誤解  


